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解説：
この錯視は、左右の黒目の寄り具合をわずかに変えることで、顔が表出する表情が異なって見える現象である。下の図や映像（資料1）では、黒目が寄っている場合には「怒り」表情に見えやすく、黒目が離れている場合には「恐怖」表情に見えやすい。興味深いのは、視線の奥行方向での位置と情動の接近・回避傾向の方向が一致している点である。「怒り」は対象への接近行動を伴う傾向があり、一方で「恐怖」は対象からの回避行動を伴いやすい感情である。この錯視では、黒目の位置が示唆する接近・回避の行動とより強く関連する表情が見えやすくなっている。私たちは、表情を観察するときに、両目の寄り目具合から対象への接近・回避行動を無意識的に推測し、表情を予測しているのかもしれない。あるいは、黒目の位置の変化に伴う眉の傾きや目の形など、顔のパーツの幾何学的な知覚が変化するために、表情が異なって見えるという可能性もある。同様の効果は、顔のイラストばかりでなく、顔画像を用いた場合にも認められる（資料2*）。資料2では、ネガティブな表情ばかりでなく、接近に関わるとされる微笑も、黒目がよっている場合により強く見えるようである。実証的な研究が待たれる。
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左右のイラストは、黒目の位置意外は同一のものである。左）黒目が寄っており、「怒り」表情に見える。右）黒目が離れており「恐怖」表情に見える。

*資料２は、ATR−DB99の顔画像を加工した。

